
 

 あけましておめでとうございます。新しい１年がスタートしました。正月に食べるおせち

料理や雑煮などの行事食は、昔から食べ継がれていて、家庭や住んでいる地域によっていろ

いろな違いがあります。周りの友だちや先生と話してくらべてみましょう。 

学校給食週間の献立 

１月２４日（水）給食の始まりは明治２２年の山形県鶴岡市です「鮭の塩焼き」 

１月２５日（木）昔から学校給食の定番「揚げパン」 

１月２６日（金）日本の郷土料理から秋田県「きりたんぽ鍋汁」 

１月２９日（月）八丈島産メダイと八丈島産レモンを使用して「メダイおろしポン酢」 

１月３０日（火）世界の料理からシンガポール「チキンライス」「ヨンタオフー」「カヤトースト」 
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正月に食べるおせち料理 

おせち料理は、もともと旧暦の季節のかわり目の

「節日」に神様に供えて、それを家族で食べるもので

した。本来は五節句（正月やひな祭り、端午の節句、

七夕など）の時のものですが、のちに正月の料理だけ

を指すようになりました。 

おせち料理の意味や込められた願い 

１月２４日～３０日は 

全国学校給食週間 

学校給食の 

始まりは？ 

学校給食の 

役割は？ 

学校給食は、明治２２年

（１８８９年）、山形県の

忠愛小学校で、家が貧しい

子どもたちへ無償で昼食

を出したのが始まりとさ

れています。その後、全国

各地に広まりました。 

現在の学校給食は、栄養

バランスのとれた食事で、

成長期にある子どもたち

の健やかな成長を支え、食

に関する正しい知識と望

ましい食習慣を身に付け

るために重要な役割を果

たしています。 


